
平
和
都
市
推
進
協
議
会

は
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の

悲
惨
さ
を
実
感
し
平
和
の
尊

さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、

広
島
を
訪
問
す
る
小
・
中
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

日
に
ち
＝
７
月
３０
日
㈫
・

３１
日
㈬
（
１
泊
２
日
）

行
き
先
＝
平
和
記
念
公

園
・
平
和
記
念
資
料
館
な
ど

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、

初
め
て
参
加
す
る
小
学
校

５
・
６
年
生
と
中
学
生
で
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
▼
研
修
会（
７
月
１３
日
㈯
）

に
保
護
者
と
参
加
で
き
る
▼

訪
問
後
、
原
稿
用
紙
３
枚
程

度
の
感
想
文
を
提
出
で
き
る

▼
平
和
の
つ
ど
い
（
８
月
１１

日
㈰
）
に
参
加
で
き
る

訪
問
時
の
写
真
・
感
想
文

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
感

想
文
は
代
表
２
人
に
発
表
し

て
も
ら
い
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２４
人

多
数
の
場
合
は
参
加
希
望

動
機
な
ど
で
選
考
し
ま
す
。

費
用
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
申
込
書
か
任

意
の
用
紙
に
、「
広
島
訪
問

参
加
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
性
別
・
電
話
番
号
・

学
校
名
と
学
年
・
保
護
者
名
・

参
加
希
望
動
機
・
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
読
ん
だ
感
想
を

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
し
め
き
り
＝
６
月
２４
日
㈪

（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝

平
和
都
市
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
室
内
、

〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎

６４
・
１
３
３
７
、
℻
６３
・

４
７
８
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スsoumu@kyotanabe.jp

）

市
は
、
風
疹
の
患
者
数
が
全
国
的

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

へ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
始
め

ま
す
。

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
疹
に
か
か

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
難
聴
・
心
疾
患
・

白
内
障
な
ど
の
「
先
天
性
風
疹
症
候

群
」
と
い
う
障
が
い
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
接
種

し
て
、
大
切
な
人
や
新
し
い
命
を
感

染
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
１９
～
４９

歳
の
男
女
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

▼
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ

と
が
な
い
か
接
種
歴
が
１
回
▼
風
疹

に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
▼
妊
娠
し

て
い
な
い

助
成
対
象
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
～

９
月
３０
日
㈪
の
接
種
分

助
成
額
（
１
人
１
回
）
＝
▼
麻
疹
・

風
疹
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
…

４
千
円
▼
風
疹
ワ
ク
チ
ン
…
３
千
円

申
請
方
法
＝
医
療
機
関
で
全
額
支

払
い
後
、
領
収
書
原
本
・
接
種
を
証

明
で
き
る
書
類
・
印
鑑
・
振
込
先
が

分
か
る
も
の
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い申

請
期
間
＝
６
月
３
日
㈪
～
平
成

２６
年
３
月
３１
日
㈪

申
請
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

平和都市推進協議会
は、平和書道展の作品
を募集します。
【平和書道展】
日にち＝ 8 月 6 日
㈫～ 11 日㈰
場所＝コミュニティ
ホール

【募集内容】
応募資格＝市内に在
住する 15 歳以上の人
規格＝半紙・画仙紙・
短冊
テーマ＝「平和は人
類共通の願い」「非核
平和都市宣言のまち京

田辺」など、平和を連
想するもの
応募方法＝作品の裏
面左下に鉛筆で住所・
氏名（ふりがな）・電
話番号を書いて、総務
室へ持参してくださ
い。なお、応募作品は
返却しません
しめきり＝ 6 月 28
日㈮
【問合せ先】
平和都市推進協議会
事務局（総務室内、☎
64-1337）

梅雨入り前の 5 月 19
日、飯岡地区の木津川左
岸河川敷で水防訓練を行
い、市消防団・消防本部
と、各地区の自主防災会
から約 250 人が参加し
ました。
同訓練は、水害に備え
て水防技術を磨き、各団
体の連携と住民参加によ
る地域防災力を強化する
ため、毎年行っています。
今年は特に、昨年 8月の
京都府南部豪雨で市内で

も床上・床下浸水や土砂
崩れなどが発生し、水害
の恐ろしさを再認識した
ことから、参加者たちは
真剣な表情で訓練に取り
組んでいました。
訓練に参加した大住ケ
丘自主防災会のみなさん
は、「この機会に、地域
住民の災害に対する心構
えや、避難経路・方法な
どを、自治会内で再度確
認しておきたい」と話し
てくれました。


